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平
成
２３
年
３
月
末
日
を

も
つ
て
、
東
京
都
立
大
学
附

属
高
等
学
校
が
閉
校
と
な
る

こ
と
は
既
に
お
知
ら
せ
し
、

記
念
碑
の
建
立
の
た
め
の
募

金
も
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
詳
細
が
決
ま
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら

を
ご
報
告
し
、
合
わ
せ
て
再

び
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

記
念
碑
建
立
ま
で
の
日
程

二
科
会
の
重
鎮
、
野
上
公

平
氏
作
の
記
念
碑
「
繁
栄
」

は
既
に
完
成
し
、
新
潟
県
六

日
町
に
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
碑
文
は
記
念
碑
に
合

わ
せ
た
石
造
り
の
も
の
で
制

作
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

閉
校
式
が
平
成
２３
年
３
月
５

日

（土
）
と
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
日
に
除
幕
式
を
行

え
る
よ
う
、
そ
の
年
の
２
月

下
旬
に
設
置
す
る
予
定
で
進

行
し
て
お
り
ま
す
。

記
念
碑
の
よ
う
な
も
の
を

寄
附
す
る
に
し
て
も
、
都
の

教
育
庁
の
許
可
が
必
要
と
の

こ
と
で
す
の
で
、
附
属
高
校

に
申
請
を
行

っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

再
度
募
金
の
お
願
い

前
述
の
記
念
碑
は
、
碑
文
、

移
送
、
設
置
費
用
な
ど
全
て
を

含
め
５
０
０
万
円
の
予
算
で
あ

り
、
こ
の
た
め
の
募
金
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
平

成
２１
年
９
月
末
現
在
、
４
０
２

名
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
計

２
９
１
万
４
千
５
百
円
を
ご
送

金
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
方
々
に
は
深
く
感
謝
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
総
額
５
０
０
万

円
に
は
残
念
な
が
ら
届
き
ま

せ
ん
。
お
忘
れ
に
な
っ
た
方

も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
の
で
、

再
度
募
金
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

こ
れ
は
申
し
上
げ
に
く
く
、

心
苦
し
い
の
で
す
が
、
ぜ
ひ

と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

閉
校
式
と
記
念
碑
除
幕
式

閉
校
式
は
平
成
２３
年
３
月

５
日

（土
）
に
、
柿
の
本
坂
に

あ
る
パ
ー
シ
モ
ン
大
ホ
ー
ル
で

行
う
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

式
典
は
附
属
高
校
が
主
催

で
行
わ
れ
、
祝
宴
は
、
父
母

会
と
同
窓
会
の
共
催
と
い
う

形
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
会

費
制
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
主
に
父
母
会
が
計
画

を
立
て
て
お
り
、
９
月
１９
日

（土
）
に
初
め
て
学
校
側
、
父

母
会
、
同
窓
会
の
三
者
の
会

合
を
持
ち
ま
し
た
。
今
後
は

父
母
会
案
を
素
案
に
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
同

窓
会
の
窓
回
は
４
期
の
野
口

貞
義
氏
に
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

記
念
碑
の
除
幕
式
は
、
閉

校
式
当
日
に
行

い
ま
す
が
、

生
徒
さ
ん
の
移
動
も
考
え
、

午
後
３
時
頃
に
な
る
予
定
で

す
。
詳
細
は
次
ぎ
の
同
窓
会

会
報
で
お
知
ら
せ
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

閉
校
式
に
伴
う
記
念
誌
の

発
行
に
つ
い
て

学
校
も
父
母
会
も
記
念
誌

を
発
行
す
る
こ
と
は
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
も
参

画
し
ま
す
が
、
内
容
は
今
後

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

卒
業
生
の
「
想
い
出
」
な
ど

は
必
ず
あ
る
で
し
ょ
う
。
投

稿
の
詳
細
は
何
ら
か
の
方
法

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
知

ら
せ
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

府
立
高
等
学
校
創
立
８０
周
年

記
念
式
典
に
つ
い
て

本
年
９
月
１９
日
、
パ
ー
シ

モ
ン
小
ホ
ー
ル
で
８０
周
年
記

念
式
典
、
懇
親
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
１０
時
か
ら
総
会
、
続

い
て
式
典
が
行
わ
れ
、
府
立

高
等
学
校
同
窓
会
楠
川
絢

一

理
事
長
の
式
辞
、
来
賓
の
中

か
ら
都
立
大
学
附
属
高
校

・

東
京
都
立
桜
修
館
中
等
教
育

学
校
の
須
藤
勝
校
長
と
、
成

険
会
高
等
学
校

（旧
制
）
同
窓

会
岩
崎
洋

一
郎
会
長
の
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

須
藤
勝
校
長
は
、
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
府
立
高
校
か
ら

戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
そ

れ
を
受
け
継
い
だ
東
京
都
立

大
学
附
属
高
等
学
校
の
良
さ
、

更
に
そ
の
校
旗

・
校
章

・
校

歌
を
継
承
し
た
桜
修
館
に
触

れ
、
桜
修
館
の
将
来
の
夢
に

つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
桜

修
館
は
、
府
立
と
附
属
そ
し

て
桜
修
館
と
い
う

一
連
の
流

れ
の
中
に
生
ま
れ
、
良
い
伝

統
を
受
け
継
い
で
い
る
と
の

意
欲
的
な
祝
辞
で
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

昭
和
４
年
か
ら
戦
中
戦
後
の

学
校
、
生
徒
の
生
活
を
貴
重

な
写
真
で
紹
介
し
、
歌
い
継

が
れ
て
き
た
校
歌
、
学
生

歌
、
記
念
祭
歌
な
ど
の
名
曲

が
組
み
込
ま
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

映
写
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
は
、

各
学
年
か
ら
選
ば
れ
た
附
属

と
桜
修
館
の
生
徒
約
３０
名
も

加
わ
り
、
府
立
高
校
Ｏ
Ｂ
約

１
６
０
名
に
よ
る
校
歌
の
合

唱
で
し
た
。

９０
歳
台
の
高
齢
者
も
多
く
、

１４

・
５
歳
の
桜
修
館
の
生
徒

も
同
じ
フ
ロ
ア
ー
で
歌
っ
た
こ

と
で
、

８０
年
の
絆
が
更
に
強

く
な
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。午

後
の
懇
親
会
に
は
日
黒

の
青
木
英
二
区
長
も
駆
け
付

け
、
会
場
と
な
っ
た
敷
地
が

旧
制
時
代
か
ら
の
文
化
の
香

り
を
失

っ
て
い
な

い
こ
と
、

桜
修
館
が
入
学
も
難
し
い
名

門
校
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

な
ど
を
語
ら
れ
、
参
加
者
を

安
心
さ
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、　
一
土
会
に
よ
る

記
念
祭
歌
な
ど
の
合
唱
、
首

都
大
学
東
京
の
応
援
団
に
よ

る
「
春
と
い
う
」
の
時
代
差
を

感
ず
る
歌
い
振
り
、
エ
ー
ル

な
ど
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

今
後
の
同
窓
会
活
動
な
ど

閉
校
後
、
同
窓
会
は
ど
の

よ
う
な
形
を
と
る
の
か
。
桜

修
館
と
連
が
っ
て
ゆ
く
の
か
。

こ
れ
は
桜
修
館
卒
業
生
の
希

望
や
学
校
の
方
針
な
ど
も
あ

り
、今
後
の
問
題
と
な
り
ま
す
。

単
独
で
も
活
動
を
行
っ
て

ゆ
く
の
か
。
こ
れ
に
は
費
用

の
問
題
も
あ
り
、
毎
年
支
援

金
を
必
要
と
す
る
で
し
よ
う
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

次
の
理
事
会

・
評
議
員
会
で

検
討
し
、
総
会
に
諮
り
、
桜

修
館
の
１
期
生
が
卒
業
す
る

平
成
２４
年
３
月
頃
ま
で
に
は

結
論
を
出
す
必
要
が
あ
る
で

。し
よ
つヽ
。

皆
様
方
の
ご
意
見
を
伺
い

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

母
校
閉
校
に
当
っ
て
の
同
窓
会
の
活
動
に
つ
い
て

同
窓
会
理
事
長
　
蘭
］
野
ｔ
滋
性
輝

（１
期
）

記念碑 :野上公平作「繁栄」
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再
度
募
金
の
お
願
い

募
金
の
方
法

ニ

ロ
五
干
円

（何
口
で
も
結
構
で
す
）

＊
ご
都
合
に
よ
っ
て
は

一
口

五
千
円
に
は
こ
だ
わ
り
ま
せ

ん
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

送
金
の
方
法

¨
同
封
の
「
払

込
取
扱
票
」
の
「
金
額
」
欄
、

「
通
信
」
欄
、
「
ご
依
頼
人
」

欄
に
、
住
所
、
氏
名
、
卒
業

期
（封
筒
の
氏
名
右
下
に
記

載
）
を
ご
記
入
の
上
、
お
近
く

の
郵
便
局
か
ら
お
振
り
込
み

く
だ
さ
い
。

応
募
の
締
め
切
り
日

¨

平
成
２２
年
３
月
３１
日

ヽヽ´

ヽノ



都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
精
神
の

永
速
性
を
完
成
さ
せ
る

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
本
校
の
教
育
に
対
し
、

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
た
い
こ

と
と
深
く
感
謝
中
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。

現
在
、
都
立
大
学
附
属
高

等
学
校

（以
下

「都
大
附
」
と

表
記
す
る
）
に
は
、
２
年
生

と
３
年
生
で
３
２
０
名
ほ
ど

の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、

同
じ
校
舎
内
に
桜
修
館
中
等

教
育
学
校

（以
ド

「桜
修
館
」

と
表
す
る
）
の
１
年
生
か
ら

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

校
長

須
藤
　
勝

割
が
受
験
す
る
セ
ン
タ
ー
試

験
を
見
据
え
、

１２
月
の
時
間

割
で
の
工
夫
を
考
え
て
い
る
。

「昨
年
度
以
上
の
進
学
実
績
」

を
合
言
葉
に
、
学
校

＾
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
。
生
徒
も

自
分
の
希
望
の
大
学
を
定
め
、

い
ま
必
死
に
頑
張

っ
て
い
る
。

き
っ
と
よ
い
成
果
が
残
せ
る

と
期
待
し
て
い
る
。

さ
て
、
今
の
２
年
生
は
都

大
附
最
後
の
学
年
と
な
る
。

現
在
、
来
年
度
の
授
業
計
画

の
立
て
直
し
を
検
討
し
て
お

り
、
必
ず
有
終
の
美
が
飾
れ

る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
。
『自

由
と
自
治
』
の
校
訓
の
も
と
、

高
校
生
活
を
謳
歌
し
た
諸
君

が
、
最
後
に
希
望
進
路
を
勝

ち
取
り
、
威
風
堂
々
と
巣
立
っ

て
い
く
姿
を
見
た
い
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
都
大
附
精
神

の
完
成
形
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
る
。

他
の
中
高

一
貫
校
と
は
事

情
が
異
な
り
、
本
校
は
母
体

校
の
校
名
を
残
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
分
、
母

体
校
の
優
れ
た
精
神
を
受
け
継

ぐ
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
考
え

る
。
同
窓
生
諸
氏
に
は
、
そ

の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
今

後
、
桜
修
館
も
含
め
末
永
く

ご
支
援
を
賜
り
た
く
希
う
ば

か
り
で
あ
る
。

４
年
生
ま
で
の
６
４
０
名
ほ

ど
の
生
徒
と
同
居
す
る
形
で

約
１
０
０
０
名
近
い
生
徒
が
、

お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
学

校
生
活
を
送

っ
て
い
る
。
都

大
附
の
生
徒
は
根
が
真
面
同

で
気
持
ち
が
優
し
い
。
反
面
、

荒
削
り
で
十
分
に
磨
か
れ
て

い
な
い
者
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。
そ
の
分
、
今
後
の
伸

び
し
ろ
が
大
き
く
、
将
来
楽

し
み
な
人
材
が
揃

っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。

と
は
い
え
、
都
大
附
３
年

生
は
受
験
生
活
の
最
中
で
あ

り
、
将
来
性
な
ど
と
暢
気
な

こ
と
ば
か
り
も
言

っ
て
は
お

れ
な
い
。
学
校
と
し
て
も
今

年
の
夏
期
講
習
で
は
、
昨
年

よ
り
も
講
座
内
容
を
充
実
さ

せ
た
。
ま
た
、
在
籍
者
の
９

ま
す
ま
す
士
気
も
高
ま
る

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
　
副
校
長
　
壼
一
　

の
）い
小

えヽ

一
、
学
校
の
現
状

４
月
に
、
都
立
三
田
高
校

か
ら
、
須
藤
　
勝
校
長
先
生

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
都
大

附
を
「
桜
修
館
を
引

っ
張
る

機
関
中
」
に
讐
え
、
教
職
員

の
十
気
を
鼓
舞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２２
年
度
末
で
開
校
に

な
る
本
校
は
、
生
徒
数
二
つ

の
学
年
で
３
２
０
余
人
、
教

員
も
２０
余
人
と
規
模
は
小
さ

く
な
り
ま
し
た
が
、
か
え
つ

て
士
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

６
月
は
、
弓
道
部
男
女
が
、

関
東
大
会
出
場
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
、
山
梨
の
会
場

で
強
豪
を
相
手
に
戦
い
抜
き

ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
垂
れ

幕
の
ご
寄
贈
に
感
謝
中
し
上

げ
ま
す
。

夏
休
み
は
、
約
４０
講
座
の

夏
期
講
習
が
開
催
さ
れ
、
延

べ
１
，
７
６
８
名
の
２
・３
年

生
が
受
験
勉
強
に
熱
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。

閉
校
ま
で
、
残
す
と
こ
ろ

一
年
半
と
な
り
ま
し
た
が
、

日
の
前
の
生
徒
の
進
路
実
現

みんなでつくりあげる
それが記念祭だ

大貫 安 (59期 )

今年の記念祭は、9月 12・ 13日 に

開催 されました。

観客 として参加する初めての記念

祭は、とても新鮮でした。

校合に入ると、すぐあちこちから

元気な声が聞こえてきたことには驚

きました。

都大附は一学年少なくなってしまい、

更に桜修館は一クラス学級閉鎖になっ

ていて、少 し活気がなくなってしまう

かなと正直心配 していましたが、校内

を歩 きまわる皆の笑顔 を見たら、そ

んな心配はすぐになくなりました。

とにかく誰を見ても、とても楽 しそ

うでした。そして、皆が一生懸命でした。

今回は、都大附の生徒が幹部長 を

する最後の記念祭。学校の過渡期で

あり、難 しい問題に直面することも多々

あったと思います。 しかし、そのよう

な事 を感 じさせることも無 く、お祭

りを純粋に楽 しもうと頑張るその姿に、

後輩たちの成長を感じました。

そのひたむきさを、桜修館の皆に

も是非伝えてほしいものです。

第 61回 記念祭、 とても楽 しかった

です。後輩の皆さんお疲れ様。

賑やかな立て看板コンテス ト

の
た
め
、
日
々
の
教
育
活
動

を
堅
実
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

宮
里
康
郎

（地
学
）

第

一
商
業
高
等
学
校

興
相
　
実

（保
健
体
育
）

桜
修
館
中
等
教
育
学
校

藤
丼
か
ね
子

（保
健
体
育
）

退
職

宮
澤
沙
友
里

（英
語
）

砂
川
高
等
学
校

高
橋
洋
江

（家
庭
）

桜
修
館
中
等
教
育
学
校

戸
塚
文
彦

（地
理
歴
史
）

退
職

星
野
佳
正

（進
路
）

退
職

綱
引
当
（氏
名
、
担
当
、
前
任
校
）

須
藤
　
勝

（統
括
校
長
）

三
田
高
等
学
校

丸
井
誠

一
郎

（地
学
）

上
野
高
等
学
校

二
、
教
員
の
異
動
状
況

∃

Ш

咽

（
氏

名

、

ＩＬＩ

当

、

転

出

先

）

石
坂
康
倫

（統
括
校
長
）

日
比
谷
高
等
学
校

池
田
克
則

（保
健
体
育
）

調
布
北
高
等
学
校

勝
浦
ス
ミ
子

（国
語
）

文
京
高
等
学
校

土
岐
統
子

（国
語
）

荻
窪
高
等
学
校

（定
）

吉
永
直
美

（国
語
）

桜
修
館
中
等
教
育
学
校

篠
本
隆
康

（公
民
）

紅
葉
川
高
等
学
校

望
月
典
子

（数
学
）

第

一
商
業
高
等
学
校

旧
校
舎
最
後
の
遺
構
撤
去
ヘ

１
９
３
２
年

（昭
和
８
年
）

４
月
、
府
サ
高
等
学
校
の
新

校
舎
が
落
成
し
、
府
立

一
中

（現

・
Π
比
谷
高
校
）
か
ら
移

転
し
た
当
時
の
遺
構
と
し
て
、

学
校
の
西
側
に
残
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
塀
が
、
今
年
度
中

に
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
ｃ

写
真
で
ご
覧
の
と
お
り
、

こ
の
塀
に
は
亀
裂
が
入
り
危

険
で
も
あ
る
た
め
取
り
壊
し

も
や
む
を
え
ま
せ
ん
が
、
旧

正
門
跡
に
校
門
に
続
く
形
で

塀
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
優
美
な
姿
を
偲
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

旧正門跡に保存されている門柱と塀
背後は記念碑「燦燦」(野上公平・作)

西側に残る遺構
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私
た
ち
弓
道
部
は
普
段
、

校
内
の
弓
道
場
で
、
３
人
や

５
人
で
順
番
に
４
本
ず
つ
矢

を
引
く

「立
ち
稽
古
」
や
、
他

人
と
の
問
合
い
と
関
係
な
く

弓
を
引
い
て
型
の
改
善
な
ど

を
す
る

「射
込
み
」
を
し
て
い

ま
す
。
休
日
は
強
豪
校
と
練

習
試
合
を
行
い
、
切
磋
琢
磨

を
続
け
て
い
ま
す
。
夏
に
は

合
同
合
宿
に
参
加
し
、
合
宿

で
し
か
で
き
な
い
、
充
実
し

た
厳
し
い
稽
古
を
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
稽
古
の
成
果
も

出
て
お
り
、
昨
年
の
夏
に
東

都
弓
道
個
人
選
手
権
大
会
で

優
勝
し
、
関
東
個
人
弓
道
選

手
権
大
会

（本
選
）
に
２
名
出

場
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
春
の

東
京
都
弓
道
関
東
大
会
団
体

予
選
で
第
３
位
と
な
り
、
山

梨
で
行
わ
れ
た
関
東
高
等
学

校
弓
道
大
会

へ
出
場
し
ま
し

た
。春

の
関
東
大
会
団
体
男
子

都
予
選
は
選
手
も
応
援
も
、

弓
道
部
全
員
が

一
九
と
な
っ

て
本
大
会
出
場
を
狙

っ
て
い

ま
し
た
。
選
手
は
応
援
の
部

員
の
気
持
ち
に
応
え
る
か
の

よ
う
に
的
中
を
仲
ば
し
、
第

３
位
と
な
り
関
東
大
会
東
京

都
代
表
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

そ
し
て
１
週
間
後
に
行
わ
れ

た
女
子
都
予
選
で
も
第
３
位

と
な
り
、
代
表
権
を
獲
得
し

ア
ベ
ッ
ク
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
嬉
し
か
つ
た
で
す
。

本
戦
ま
で
の
１
か
月
、
稽

古
を
重
ね
た
Ｌ
で
本
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。
予
選
は
１２
射

を
２
回
、
計
２４
射
の
合
計
的

中
数
で
戦
い
ま
す
。
上
位
８

チ
ー
ム
に
残
る
に
は
１６
中
が

ラ
イ
ン
で
し
た
が
、
予
選
１

同
日
は
ま
さ
か
の
１２
射
２
中
。

予
選
２
回
日
で
の
逆
転
は
不

可
能
で
し
た
が
、
顧
間
の
先

生
や
コ
ー
チ
の

「今
ま
で
や
っ

て
き
た
弓
を
み
せ
て
み
ろ
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
て
試
合
に

臨
み
ま
し
た
。
予
選
２
回
日
は
、

予
選
１
回
日
よ
り
も
よ
い
弓

を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
結
果
を
残
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

夢
は
後
輩
に
託
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
私
た
ち
弓
道
部

が
成
長
で
き
た
の
は
、
学
校

を
は
じ
め
、
周
囲
の
方
々
か

ら
頂
い
た
多
く
の
応
援
や
ご

協
力
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
同
窓
会
の
皆
様

に
は
立
派
な
垂
れ
幕
を
製
作

し
て
頂
き
ま
し
た
。
部
員

一
回
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
の

垂
れ
幕
は
後
輩
が
、
き
っ
と

ま
た
掲
げ
て
く
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

の
状
態
、
部
活
全
体
に
お
け

る
欠
点
な
ど
が
浮
き
彫
り
と

な
り
、
そ
の
試
合
を
し
た
「意

味
」
が
出
て
く
る
と
考
え
た
か

ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
「意
味
」

は
次
か
ら
の
練
習
に
活
か
さ

れ
ま
し
た
。

も
う

一
つ
は
、
″感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
ク
。

学
校
に
は
幸
い
に
も
弓
道

場
が
あ
り
、
活
動
を
さ
せ
て

も
ら
え
ま
す
。
部
活
動
運
営

に
は
、
実
に
多
く
の
先
生
方

や
経
営
企
画
室
の
人
の
協
力

が
あ
り
ま
す
。
賞
状
を
き
れ

い
に
飾

っ
て
く
れ
る
主
事
さ

ん
が
い
ま
す
。
練
習
試
合
を

し
て
く
れ
る
他
校
の
生
徒
や

先
生
方
が
い
ま
す
。
悩
ん
だ

時
に
助
け
て
く
れ
る
友
達
が

い
ま
す
。
私
た
ち
を
見
守

っ

て
く
れ
る
家
族
が
い
ま
す
。

本
当
に
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
の
こ
と
を
常
に
忘
れ
ず
に
、

決
し
て
橋
ら
ず
に
、
み
ん
な

か
ら
愛
さ
れ
る
弓
道
部
に
な

る
こ
と
を
日
指
し
ま
し
た
。

達
成
で
き
た
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
き

っ
と
こ

の
日
標
は
今
後
も
継
が
れ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
変
わ

る
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
顧
間
、

化
学
担
当
の
岩
渕
寛
先
生
。

先
生
に
は
部
員

一
同
、
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
先
生

の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
こ
こ

ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

を
言

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
桜
修
館
に
は

弓
道
部
が
な
く
、
都
立
大
学

附
属
高
校
弓
道
部
は
、
来
年

度
い
っ
ぱ
い
で
幕
を
ド
ろ
し

ま
す
。
残
り
の
１
年
半
、
思

い
を
継
い
だ
２
年
生
が
私
た

ち
以
上
の
結
果
を
残
し
て
く

れ
る
と
、
３
年
生
は
信
じ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

く
同
窓
会
寄
贈
の
垂
れ
幕

私
た
ち
が
め
ざ
し
た
も
の

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

弓
道
部

部
長

和

田

理

加

子

２
０
０
９
年
６
月
６
日
、

日
標
で
あ

っ
た
関
東
高
等
学

校
弓
道
大
会

へ
の
出
場
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
年
前
の
２
０
０
８
年
４

月
に
関
東
大
会
本
大
会

へ
出

場
す
る
と
い
う
日
標
を
立
て

て
か
ら
、
毎
日
そ
の
日
標
を

胸
に
稽
古
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
弓
道
部
は

本
大
会
ど
こ
ろ
か
、
東
京
都

の
各
予
選
会
で
も
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
ヘ
駒
を
進
め
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
関

東
大
会
本
大
会
の
出
場
と
は
、

全
く
も

っ
て
程
遠
い
部
活
で

し
た
。

日
標
を
掲
げ
て
か
ら
の
１

年
半
、
私
た
ち
は
主
に
２
つ

の
こ
と
を
軸
に
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

一
つ
め
は
、
ク勝
ち
に
こ
だ

わ
る
こ
と
ク
ｃ

練
習
試
合
で
あ
ろ
う
と
、

小
さ
な
大
会
で
あ
ろ
う
と
、

大
き
な
大
会
で
あ
ろ
う
と
、

い
か
な
る
試
合
で
あ

っ
て
も

結
果
を
残
す
こ
と
に
こ
だ
わ

り
ま
し
た
。
勝
ち
に
こ
だ
わ

る
か
ら
こ
そ
、
試
合
の
内
容

が
充
実
し
、
自
分
自
身
の
新

た
な
目
標
や
課
題
、
チ
ー
ム

3

し

現

在

の

弓

道

部

と

関
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場
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岬
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都
』止
の
花

四
期
女
子
の
メ
ン
バ
ー
で

斉
先
生
の
ご
協
力
を
得
て
、

大
学
の
ダ
ン
ス
研
究
会

（社
交

ダ
ン
ス
）
の
部
屋
を
借
り
て
部

を
創
設
。

初
年
の
記
念
祭
で
、
バ
レ

エ
研
の
初
舞
台
は
ロ
シ
ヤ
民

族
舞
踊
を
発
表
。
二
年
目
は

新
人
も
入
り
、
美
術
部
製
作

の
舞
台
装
置
も
設
置
さ
れ
、

ク
ル
ミ
割
り
人
形
組
曲
を
上

演
し
た
。

上
演
に
際
し
て
は
上
級
生

の
ビ
ア
ニ
ス
ト
の
柳
川
さ
ん

（？
）
や
「
音
智
」
の
リ
ー
ダ
ー

に
聴
音
で
ロ
シ
ヤ
民
謡
の
楽

譜
を
作

っ
て
頂
い
た
り
、
築

バ
レ
エ
研
究
会
」

バ
レ
エ
研

）
江
村
満
枝

（４
期
）

地
か
ら
重
い
器
具
を
手
で
運

ん
で
照
ら
し
て
頂
い
た
記
念

祭
照
明
部
の
方
々
、
装
置
を

引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
美
術

部
の
方
、
音
響
の
放
研
の
方
々

等
多
方
面
の
協
力
を
得
て
実

現
し
た
舞
台
で
し
た
。

三
年
目
に
は
け
い
こ
場
を

失
い
レ
ツ
ス
ン
を
続
行
出
来

ず
舞
台
は
断
念
し
ま
し
た
が
、

そ
の
頃
や
つ
と
日
本
に
も
外

国
の
バ
レ
エ
団
が
来
日
す
る

よ
う
に
な
り
、機
研
の
田
中
（誠

一
郎
）
さ
ん
が
貴
重
な
バ
レ
エ

公
演
の
舞
台
写
真
を
沢
山
写

さ
れ
た
の
で
機
研
の
方
々
と

記
念
祭
で
そ
の
写
真
展
を
さ

３０
期
同
窓
会
幹
事
の
方
か

ら
原
稿
依
頼
を
受
け
て
気
が

付
い
た
が
、
卒
業
し
て
来
年

で
３０
年
に
な
る
こ
と
に
驚
い

た
。た

ま
た
ま
、
こ
の
原
稿
依

頼
を
受
け
る
少
し
前
に
、
在

校
中
コ
ー
チ
を
し
て
下
さ
っ
た

２７
期
の
Ｋ
さ
ん
の
お
父
様
の

ご
不
幸
が
あ
り
、
そ
の
通
夜

に
集
ま
っ
た
女
子
バ
ス
ケ
部

顧
間
の
松
山
先
生
、

２９
期
の

先
輩
、

３０
期
の
同
期
、

３１
期

の
後
輩
と
話
す
機
会
が
あ
り
、

都
高
バ
ス
ケ
部
時
代
の
い
ろ

い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
思
い

出
し
た
。

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

星
野
祐
史

（３０
期
）

振
り
返
れ
ば
、
練
習
が
辛

い
と
き
も
あ
っ
た
し
、
男
子

バ
ス
ケ
部
顧
間
の
安
食
先
生

や
コ
ー
チ
に
迷
惑
や
ご
心
配

を
お
か
け
し
た
こ
と
も
あ
つ

た
が
、
バ
ス
ケ
部
の
お
蔭
で

と
て
も
楽
し
い
都
高
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

感
謝
し
て
い
る
。

思
い
出
は
た
く
さ
ん
浮
か

ん
で
来
る
。
毎
日
の
昼
休
み

に
学
校
の
周
り
を
２
周
ラ
ン

ニ
ン
グ
。
走

っ
た
後
、
汗
だ

ら
だ
ら
の
ま
ま
、
大
学
の
食

堂

へ
飛
び
込
ん
で
行

っ
て
、

チ
ェ
リ
オ
を
飲
み
な
が
ら
大

盛
り
の
コ
ロ
ッ
ケ
カ
レ
ー
を
喫

⌒ ・~¬

思30
ぃ期

出バ

せ
て
頂
き
ま
し

た
。「

都
立

の
校

庭
に
も
つ
い
に

花
が
咲
い
た
」

と
小
笠
原
校
長

先
生
も
喜
ん
で

下
さ
っ
た
部
で

し
た
が
、
け
い

こ
場
を
使
用
出

来
な
く
な
り
、

下
級
生

へ
の
引

継

ぎ

も

出

来

ず
、
四
期
生
卒

業
と
共
に
残
念

な
が
ら
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

茶
で
食
べ
る
の

が
日
課
で
あ
っ

た
。年

に

一
回
、

Ｏ
Ｂ
と
Ｏ
Ｇ
が

集
ま
っ
て
現
役

と
ゲ
ー
ム
を
行

う

「
篭
球
祭
」

に
は
、
期
が

一

桁
台
の
Ｏ
Ｇ
・

Ｏ
Ｂ
の
方
々
も

来
ら
れ
た
が
、

終
わ
っ
た
後
の

体

育

館

で

の

ジ
ュ
ー
ス
の
宴

会
は
楽
し
か
っ

た
。
宴
会
は
３０

期
が
誇
れ
る
も

の
だ
っ
た
ｃ
と

ル部2年生の春

機
30期バスケッ

い
う
か
、
誇
れ
る
プ
レ
ー
が

な
い
私
が
誇
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
れ
は
宴
会
芸
を
競
い
あ
っ

た
同
期
も
同
じ
気
持
で
あ
ろ

う
。

卒
業
後
、
同
期
や
先
生
、

コ
ー
チ
の
み
ん
な
で
会
う
機

会
も
な
く
な
つ
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
の
通
信
を
き
っ
か
け
に
集

ま
れ
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
う
。

異
様
な
壁

神
保
大
輔

（５８
期
）

現
在
都
大
附
男
子
バ
ス
ケ

部
は
、
高
校
２
年
生

。
中
等

４
年
生

。
中
等
３
年
生
が
合

同
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
中

等
３
年
生
に
関
し
て
は
秋
の

新
人
戦
に
は
出
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
来
年
か
ら
は

同
じ
チ
ー
ム
と
し
て
や
つ
て
い

く
上
で
、
上
級
生
に
と
っ
て

も
下
級
生
に
と
っ
て
も
い
い

刺
激
が
あ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

た
だ
私
自
身
の
感
覚
と
し

て
は
、
当
初
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
い
う
点
で
問
題
が
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
何
故
な
ら
ば

「
都
大
附
」
と
「
桜
修
館
」
は

「
違
う
学
校
」
と

い
う
意
識

が
生
徒
た
ち
に
は
確
実
に
根

付
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
少

な
く
と
も
私
の
目
に
は
、
先

輩
方
と
私
の
代
、
そ
し
て
後

輩
達
と
の
関
係
と
は
異
な
る
、

何
か
異
様
な
壁
が
存
在
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

し
か
し
合
宿
を
終
え
、
数
々

の
練
習
ま
た
は
練
習
試
合
を

こ
な
し
、
コ
ー
チ
の
私
や
顧

間
の
先
生
の
フ
ォ
ロ
ー
も
あ
り

ま
し
た
が
、
彼
ら
は
自
ら
の

力
で
そ
の
壁
を
限
り
な
く
な

い
も
の
に
で
き
て
き
た
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
現
在
は
秋
の
新
入

戦
に
向
け
て
ひ
た
す
ら
練
習

の
日
々
で
す
。
今
大
会
か
ら

支
部
編
成
が
行
わ
れ
都
大
附

は
今
ま
で
強
豪
揃
い
だ
っ
た

第
２
支
部
か
ら
第
１
支
部

へ

移
動
と
な
り
ま
す
。
正
直
に

言
っ
て
確
実
に
チ
ャ
ン
ス
で
す

（笑
）
。
学
校
編
成
や
支
部
編

成
、
は
た
ま
た
政
権
交
代
な
ど
、

こ
の
様
々
な
変
革
を
遂
げ
て

い
る
世
の
中
で
そ
の
変
化
を

乗
り
越
え
、
変
わ
ら
ず
汗
を

流
し
続
け
て
い
る
彼
ら
を
私

は
ま
だ
ま
だ
見
守

っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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盛
ん
な

同
期
会

・
ク
ラ
ス
会

・
同
好
会
レ
ポ
ー
ト

二
期
同
期
会

日
時

¨
平
成
２１
年
１１
月
５
日

（第
１
木
曜
日
）

午
後
１
時
～
３
時

二
次
会

¨
３
時
３０
分
よ
リ

会
場

¨
め
ぐ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

「シ
ェ
松
尾
」

二
次
会
「ジ
ャ
ス
ミ
ン
」

（都
立
大
学
駅
付
近
）

参
加
者

¨
４４
名

毎
年
１１
月
第
１
木
曜
日
午

後
１
時
～
３
時
に
行
っ
て
い

ま
す
。
卒
業
５７
年
目
の
会
で
、

恩
師
綱
島
豊
作
先
生
他
２
名

の
物
故
者
へ
の
黙
祷
。
全
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
し
、
出

席
者
４４
名
。
欠
席
４８
名
。
返

事
な
し
１４
名
。
今
後
の
連
絡

不
要
２７
名
で
し
た
。

内
野
滋
雄
同
窓
会
理
事
長

よ
り
、
今
後
の
同
窓
会
に
つ

い
て
の
お
話
の
後
、
交
友
を

深
め
、
な
つ
か
し
い
、
い
ち
ょ

う
並
木
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写

真
。
来
年
の
再
会
を
約
し
て

解
散
二
次
会
へ
。

幹
事
は
平
岩
、
一ｙ
石
、
小
林
、

竹
内
、
松
根
、
柴
山
で
し
た
。

（柴
山
雄

一
・
記
）

第
６
期
卒
同
期
会

日
時

一
平
成
２１
年
４
月
１８
日

（土
曜
日
）

午
後
１
時
～
４
時

会
場

¨
サ
ツ
ポ
ロ
ラ
イ
オ
ン

新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
店

参
加
者

¨
４０
名

今
年
の
同
期
会
は
新
宿
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
内
の
「
サ
ッ
ポ
ロ
」

で
、
４
月
１８
日

（十
）
４０
名
の

仲
間
達
が
集
ま
り
無
事
開
催

で
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
大
嶋
君
の
計

報
が
報
告
さ
れ
、
会
の
冒
頭

に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

今
回
の
会
場
は
、
会
費
を

抑
え
な
が
ら
も
新
宿
と
い
う

便
利
な
場
所
で
、
多
く
の
方

が
満
足
し
ま
し
た
。

お
し
ゃ
べ
り
は
弾
み
、
パ

ン
フ
ル
ー
ト
と
、
ソ
プ
ラ
ノ

に
感
心
し
、
３
時
間
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

出
席
者
に
配

っ
た
名
簿
の

近
況
欄
は
、

７０
歳
を
超
え
た

私
達
の
生
き
様
が
手
に
取
る

よ
う
に
分
か
り
ま
す
。

（戸
井
啓
雄

・
記
）

東京都 立大学 附属高等学校 同窓会 平成 20年度収 支計算書 平成20年 10月 1日 ～平成21年 9月 30日 (単位円)

9,398 ×80 4 156.881Fヨ
註 3:名 簿保管料 註 4:弓 道部関東大会出場垂れ幕代の一部補助 議 5:野上公平氏内金

日

謳

金 額 金 額

:402名 ) 2.914.500 会 報 費 (註 1: 1,523,426
名 簿売上 | @ 1 2,500 印 刷 費 (註 2; 196.934
第 59期生 会 :(月 120円 X12ヶ 月 X3年 X160名 ) 691.200 11,720
預 金 利 息 :そ つや か 信 金 (普通 ) 926 61.388

`り

■ヽFほ銀 行 (定期 ) 19,715 1.380
3.628.341 640

3,990
9,783,158 10.000

倉 庫 料 (註 3〕 63,000
寄 付 金 (註4) 50.000

:5) 2,000,000
[*斗 45.800

」ヽ 汁 3,968,778
9.443.221

13.411.999 支 出の部 1封計 13.411,999

型L_日 (銀 行 、郵 使 貯 金 )
gSX(+ffi21+eE30E) HiIH:Fr+eeoteefr30E ) 増 減

さわ やか信用金庫 (普通) 1,036,779 2.267,631 -1.230.352
み ず ほ銀 行 (定期 ) 7,060,742 7.041.027 19,715
ゆうちょ銀行 (振込 口座 ) 1,345,700 474.500 871.200

合 計 9.443.221 9.783.158 -339,937

王成 20年 度名簿在 庫 957.500 1.377.500 -420,000
内 訳 奥村 印刷 383部 奥 村 印 刷 549部 十 野 口 2部 =551部 *甍豊し引 き 168音「 叛支

*
監査報 告 :提出された平成 20年度の原 簿等 を精 査し、収支 計算 書、並 びに財 産 目録 に誤 りのないことを確認 します。
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東京都立大学附属高等学校同窓会報

ヽ _

日
時

¨
平
成
２１
年
４
月
１
日

（水
曜
日
）

会
場

¨
神
田

一
ツ
橋

「
如
水
会
館
」

参
加
者

¨
５２
名

卒
業
五
十
周
年
の
節
日
の

年
。
担
任
の
喜
多

・
早
乙
女

両
先
生
、
遠
く
四
国
や
関
西

か
ら
の
参
加
者
、
卒
業
以
来

初
め
て
顔
を
見
せ
た
人
、
同

期
に
四
組
あ
る
カ
ッ
プ
ル
の
う

ち
出
席
の
二
組
そ
の
他
、
名

司
会
者
の
Ａ
君
に
指
名
さ
れ

た
参
加
者
が
次
々
に
ス
ピ
ー
チ

に
持
ち
味
を
発
揮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
期
の
仲
間
で
活

動
し
て
い
る
ゴ
ル
フ
の
会
、

山
歩
き
の
会
か
ら
の
報
告
と

勧
誘
も
あ
り
、
校
歌
斉
唱
に

よ
る
中
締
め
の
後
、
引
き
続

き
の
二
次
会
で
は
、
飛
び
人

り
で
達
者
な
芸
を
披
露
し
た

Ｎ
さ
ん
が
大
喝
来
を
浴
び
る

な
ど

（写
真
）
愉
快
且
つ
都
立

同
期
の
絆
の
強
さ
と
そ
の
有

り
難
さ
を
再
認
識
し
た
、
充

実
の
一
夕
で
し
た
。

（朱
牟
田
静
雄

・
記
）

第
九
期
同
期
会

・
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

Nさ んが演ずる「南京玉簾」

第
″
回
八
雲
展

今
年
の
八
雲
展
は
、
府
立

高
等
学
校
創
立
人
卜
周
年
記

念
と
し
て
盤
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

恩
師
松
岡
大
和
先
生

の

デ
ツ
サ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
、

先
輩
会
員
方
の
道
作
も
並
び
、

な
つ
か
し
い
作
品
に
ふ
れ
る

こ
と
が
出
来
て
好
評
で
し
た
。

毎
年
こ
の
会
報
を
読
ま
れ

て
連
絡
を
下
さ
る
方
々
を
含

め
て
、
千
名
前
後
の
来
場
者

を
迎
え
ま
す
。

来
年
は
第
２８
回
展
と
な
り
、

こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
も
皆
様
の
お
励
ま
し
の
お

蔭
と
、
会
員

一
同
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
と
同
時
に
「今

年
よ
り
来
年
」
と
質
の
向
Ｌ
を

日
ざ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
精
進

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

八
雲
展
事
務
局

¨

杉
本
具
理
子
（７
期
）

〒

２

０

３

‐
０

０

３

２

東
久
留
米
市
前
沢

５
１
１
１
５
０
４

８
０
４
２
‐
４
７
２
‐
１
０
１
５

ｔ
」

■

１

ヽ
′

上
ｒ●
・
・警
凝
「
‐
』

「   :■・ ■ ・‐‐

来場者で賑わう八雲展の会場「0美術館」

機
研
Ｏ
Ｂ
の
親
睦
会
２
０
０
９

日
時

¨
平
成
２１
年
１０
月
‐７
日

（土
曜
日
）

午
後
２
時
３０
分
よ
り

会
場

¨
銀
座
ク
ル
ー
ズ

・

ク
ル
ー
ズ

参
加
者

¨
２４
名

旧
制
府
立
高
校
の

「鉄
道

研
究
会
」
を
引
き
継
ぎ
、
新

制
に
な
っ
て
か
ら
は
機
械
技

術
全
般
に
対
象
を
広
げ
、
会

の
名
称
も

「機
械
技
術
研
究

会

（略
称

¨
機
研
）」
と
改
め

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
現

在
は
廃
部
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
毎
年
鉄
道
記
念

＝
直
近
の
土
曜
日
に
Ｏ
Ｂ
が

集
ま
り
親
睦
会
を
開
催
し
、

今
年
も
は
る
ば
る
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
参
加
さ
れ
た
鈴
木
健
太

郎
さ
ん

（３
期
）
を
含
む
１
期

か
ら
２２
期
ま
で
の
２４
名
が
集

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
溢
れ

る
趣
味
を
語
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

上
映
、
鉄
道
模
型
の
披
露
な

ど
、
充
実
し
た
２
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。（野

Ｈ
貞
義

・
記
）工夫を凝らした鉄道模型の秀作に見入る機研OB

か
ね
て
よ
り
同
窓
会
会
員

よ
り
要
望
が
あ
っ
た
同
窓
会

の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
が
、
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
開
設
委
員
会
」
川
円

秀
文
委
員
長

（１４
期
）
に
よ
り

準
備
が
整
い
、
来
年
の
４
月

１
日
、
東
京
都
立
大
学
附
属

高
等
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

リ
ン
ク
す
る
形
で
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
左
記
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

同攀1幸01
ゥエザ■イト
泰年4凋|■ヨ
オ■プン l

１
　
同
窓
会
の
紹
介

２
　
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

３
　
同
窓
会
理
事
長
挨
拶

４
　
同
窓
会
会
則

５
　
同
窓
会
事
業
予
定

（総
会
や
理
事

。
監
事

。

評
議
員
会
議
の
開
催
案

内
、
開
校

へ
向
け
て
の

事
業
や
行
事
の
案
内
、

記
念
碑
建
立
基
金
の
募

金
と
応
募
状
況
、
記
念

祭
の
予
告
、
会
報
の
発

行
等
）

６
　
母
校
の
近
況

７
　
ク
ラ
ス
会
、
同
期
会
、

同
好
会
の
案
内

（予
告

原
稿
の
募
集
）

８
　
会
員
の
住
所
変
更
、

訃
報
等

7
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東京都立大学附属高等学校同窓会報

母校の開校に当り、府立高等学校から都

立大学附属高等学校へと歌い継がれてきた、

校歌 。学生歌 。寮歌・記念祭歌を、歌と映

像に収録し、同窓会会員に頒布するとともに、

母校の「メモリアルルーム(思い出の部屋)」 に

永久保存することを目的に、DVDを制作す

るという案を、有志が理事・監事 。評議員

会議に提案したところ承認され、下記のと

おり収録し発行することとなりました。

一人でも多くの歌声を収録したいので、

奮ってご参加ください。

1 校歌 (鳴呼西山の雲はれて) 作詞 :蔵田延男 作曲 :実吉捷郎

2 学生歌 (青春という) 作詞 :山下 肇 作曲 :永田 盃

3 学生歌 (鳴呼烈誠) 作詞作曲 :井川―之

4 文甲歌 (霊峰富士) 作詞 :村上和夫 作曲 :椿 実

5 文乙歌 (いざ友)

6 理乙歌 (流る 月ゝ日)

7 第一寮歌 (陽炎もゆる) 作詞 :上岡正義 作曲 :伊藤 醇

8 第二寮歌 (朔風とよみ) 作詞 :室根郁夫 作曲 :村上輝男

9 第五寮歌 (紫の) 作詞作曲 :三富隆太郎

10第八寮歌 (春残更) 作詞作曲 :井川洋一

11 第九回記念祭歌 (見よやローマ) 作詞 :小坂松彦 作曲 :川 口京村

1、 名称 :府立高等学校・都立大学附属高等

学校 校歌 。学生歌・寮歌・記念祭

歌集 (仮称)

2、 発行 :東京都立大学附属高等学校同窓会

3、 協力 :音楽知識研究会 OB、 吹奏楽部

4、 収録日と会場 :平成 22年 5月 22日 (土 )

午前 10時より母校体育館

5、 収録予定の曲 :昭和 62年版及び平成 17

年版名簿の巻末掲載の校歌・学生

歌・寮歌・記念祭歌 31曲 と沼津

寮寮歌の内 15曲 (約 30分)程度

(右記一覧表参照)

6、 頒布価格 :1部 1′000円 (送料・全歌詞

掲載の小冊子を含む)

ア、収録への参加方法 :同封葉書に歌いたい

曲 (何曲でも)の番号を○で囲み、

氏名、住所、卒業期・クラス (封

筒宛名の右下に記載)を書き、50

円切手を貼つて、平成22年 1月
31日 までにお送りください。
歌いたい曲の多い順に15曲程度を

決め、詳細を申込者に連絡します。

12 第十六回記念祭歌 (闇の夜に) 作詞作曲 :椿 実

13 新制第一回記念祭歌 (手をつなげ) 作詞:政石 浩 作曲:三善 晃

14 ′′第二回記念祭歌 (古きいらか)  作詞:粟屋 忠 作曲:於田和光

′′第三回記念祭歌 (仄青く) 作詞 :小中陽太郎 作曲 :於田和光

16 ′′第四回記念祭歌 (干支の響) 作詞 :伊藤酒造雄 作曲 :羽生孝平

′′第五回記念祭歌 (鳴呼この丘)  作詞:平野克己 作曲:松本尚治

18 ′′第七回記念祭歌 (吹きすさぶ)  作詞作曲:中 田 優

19 ′′第九回記念祭歌 (それ今天地)  作詞:木村 修 作曲:米村紀幸

20 ′′第十回記念祭歌「秋」 作詞 :長沢孝広 作曲 :長倉宏子

21 ′′第十一回記念祭歌 (見よ秋風に) 作詞作曲:清水孝彦

22 ′′第 二回記念祭歌 (柿熟るる丘) 作詞作曲:高木 洪

23 ′′第 (夕暮れの陽に)作 詞:伊藤 滋 作曲:丘藤孝雄

24 ノ′ 十五回記念祭歌 (春の日の)  作詞:佐藤秋子 作曲:古庄紋十郎

25′ ′′第十六回記念祭歌 (雄々しき空) 作詞:住田、中村、片岡 作曲:古庄紋十郎
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27 ′′第十八回記念祭歌「涼秋新た…」 作詞作曲:佐藤文行

28 ′′第十八回記念祭歌「白熱の…」  作詞:白 井令子 作曲:栗山宜己、井上旬二

29 ′′第十九回記念祭歌 (桐のひとひら)作 詞:徳永幸雄 作曲:岩田雅行

30 ′′第二十回記念祭歌 (西の空は)

31 ′′第30回記念祭歌 (起ち昂がれ)  作詞:山本 敦 作曲1岩永純子

32 沼津寮寮歌 (霊峰富士を) 作詞 :佐藤 敬 作曲 :土岐和子

その他 (第 30回記念祭以降の記念祭歌等)

●収録日に収録する映像の要所要所に挿入するのにふさわ しい、古い写真 (旧校舎、記念祭でのフアイヤース トーム等)や、

映像 (8mm、 ヴィデオ等)を お持ちでご提供いただける方は、返信葉書にその内容をお書きください。改めてご依頼

状をお送りし提供のお願いを申し上げます。
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